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皆
さ
ん
の
ご
近
所
に
空
き
家
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
空
き
家
と
言
っ
て
も
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
住
人
は
不
在
で
す
が
関
係
者
が

き
ち
ん
と
管
理
を
し
て
い
る
空
き
家
、
関

係
者
の
所
在
は
は
っ
き
り
し
て
い
て
も
管

理
が
放
棄
さ
れ
た
空
き
家
、
ま
た
関
係
者

が
不
明
な
空
き
家
、
そ
の
結
果
、
雪
下
ろ

し
な
ど
も
な
く
、
荒
れ
放
題
と
な
っ
て
、

ト
タ
ン
の
飛
散
な
ど
で
周
囲
の
方
々
に
迷

惑
が
及
ん
で
い
る
廃
墟
…
。

　

皆
さ
ん
か
ら
す
れ
ば
、「
市
は
ど
う
し

て
景
観
上
も
防
犯
上
も
好
ま
し
く
な
い
空

き
家
を
放
置
し
て
い
る
の
か
！
」
と
、
お

怒
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
理
由
が

実
に
や
っ
か
い
で
す
。
空
き
家
と
言
っ
て

も
法
律
上
は
個
人
財
産
で
す
か
ら
、
行
政

が
勝
手
に
そ
の
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
国
に
対
応
す
る
法
律
が
な

い
の
で
す
。
一
番
の
財
産
“
我
が
家
”
が
、

こ
ん
な
に
状
況
に
な
る
な
ん
て
、
昔
は
き
っ

と
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

先
日
、
仙
台
市
で
東
北
市
長
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
会
議
の
席
上
で
、
青
森
県

市
長
会
か
ら
「
空
き
家
・
空
き
店
舗
対
策

に
つ
い
て
」
の
議
案
が
提
出
さ
れ
て
、
全

市
長
の
賛
同
で
可
決
し
ま
し
た
。
内
容
は

「
空
き
家
対
策
は
、
従
来
の
法
令
で
は
対
処

『　
空
き
家
対
策
の
現
状
と
限
界　
』

で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
増
加
し
て
い
る
。
独

自
の
条
例
を
制
定
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
が
、
市
条
例
で
は
関
係
者
の
特
定
が
困

難
だ
っ
た
り
、
支
援
策
、
財
源
や
強
制
力

な
ど
に
限
界
が
あ
る
。
早
く
国
で
法
整
備

を
し
て
欲
し
い
」…
。
全
く
そ
の
通
り
で
す
。

　

仙
北
市
で
は
２
年
を
費
や
し
、
空
き
家

（
主
に
木
造
の
住
宅
等
）
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
危
険
と
思
わ
れ
る

空
き
家
の
軒
数
は
78
軒
、
特
に
危
険
で
緊

急
的
な
対
応
が
必
要
と
思
わ
れ
る
空
き
家

は
21
軒
で
す
。
皆
さ
ん
は
こ
の
現
状
を
ど

う
思
わ
れ
ま
す
か
？
。
も
ち
ろ
ん
目
前
の

空
き
家
対
策
だ
け
で
は
、
過
疎
や
少
子
化
、

産
業
構
造
の
転
換
と
言
っ
た
原
因
解
決
に

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お
け
な
い
現

代
病
で
す
。

　

今
年
か
ら
市
民
の
要
請
に
よ
り
、
そ
の

経
済
状
況
な
ど
を
考
慮
し
て
、
空
き
家
撤

去
に
市
が
補
助
金
を
出
す
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
（
他
市
で
は
空
き
家
の
撤

去
を
代
執
行
し
て
も
、
管
理
義
務
者
が
代

金
を
支
払
わ
ず
、
そ
れ
が
不
良
債
権
化
し

て
し
ま
っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
）。
ま
た
６

月
議
会
に
空
き
家
に
関
す
る
条
例
案
を
提

案
し
ま
す
。
限
界
の
中
で
の
最
善
を
尽
く

し
ま
す
。

図書館
　情報局

田沢湖図書館　　 43-1307
　休 3 日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）
学習資料館　　 43-3333
　休 3 日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）、
30 日（日・月末整理休館）

イベント交流館（新潮社記念文学館）　　 43-3333
　休  3 日（月）、10 日（月）、17 日（月）、24 日（月）

６

６

６

新潮社から
寄贈された図書を紹介します

「童子の輪舞曲　僕僕先生」仁木英之／「キアズマ」近藤
史恵／「快挙」白石一文／「復讐」タナダユキ／「月光
蝶－ NCIS 特別捜査官」月原渉／「熱血ポンちゃんから騒
ぎ」山田詠美／「脊梁山脈」乙川優三郎／「鮨　そのほ
か」阿川弘之／「姫神の来歴－古代史を覆す国つ神の系
図」高山貴久子／「ゆうじょこう」村田喜代子／「光の
山」玄侑宗久／「忘れられたワルツ」絲川秋子／「幸福
の遺伝子」リチャード・パワーズ／「のと」梅佳代／「エ
スプリ思考－エルメス本社副社長、齋藤峰明が語る」川
島蓉子／「教える力－私はなぜ中国チームのコーチになっ
たのか」井村雅代／「レオナルド・ダ・ヴィンチ－人体
解剖図を読み解く」前橋重二／「人づき合いが楽になる
20 のコツ」榎本博明／「藤牧秀健の顔整体マッサージ　
上げたい人は、下げなさい！」藤牧秀健／「百駅停車－
股裂き駅にも停まります」杉崎行恭／「シッダールタの旅」
竹田武史／「ぼくがいま、死について思うこと」椎名誠
／「アメリカン・コミュニティ－国家と個人が交差する
場所」渡辺靖
●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。
　このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。
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田沢湖図書館からお知らせ

【テーマ展示】

雨の物語…雨を待つ様々ないきもの
　水辺の植物　水辺のいきもの…
　　水辺を彩る色とかたちそして音

学習資料館からお知らせ

外国児童文学（シリーズもの）特集
　大人も子どもも楽しめる外国児童文学（シリーズもの）
を取り揃えました。冒険あり、ファンタジーあり、あな
たを不思議な世界に導いてくれる本がいっぱいです。１
冊読んだら続きが気になり、シリーズ全部を読破してし
まうほど魅力的なストーリーが展開します。
　本を読まない人も読み始めればはまってしまうはず。
読書でドキドキ感を体験してください。

「北欧の森から生まれた物語」
～ムーミンの谷へ～
　楽しいおはなしといっしょに
　緑深い北欧の旅へ
　ご案内します。

【手芸講座】

田沢湖図書館では４回にわたり手芸講座を開催します。

「ゆう子先生のニードルパンチ教室」
◎講師／梁田ゆう子さん
◎日程／ 7 月 3 日（水）七夕
　　　　 9 月 4 日（水）お月見
　　　　12 月 4 日（水）クリスマス・お正月
　　　　 2 月 5 日（水）節分・おひなさま
　◆それぞれのテーマに沿った作品を作ります。
　※各月とも、定員は 10 人前後
　※材料費の実費をいただきます。
　　初回のみ 500 円　2 回目以降 300 円（フェルト代のみ）
◎申込・問合せ／田沢湖図書館　 43-1307

【
短
歌
の
部
】

第
一
席　

　

風
に
な
り
み
霊
も
見
て
い
ん
寺
庭
の
ブ
ナ
の
大
樹
の
若
葉
さ
や
け
し　
　

佐
藤　

愛
子

第
二
席　

　

方
丈
の
「
心
に
定
年
作
る
な
」
の
説
教
を
本
堂
に
畏
み
て
聞
く　
　
　
　

東
海
林
勇
一

第
三
席

　

山
鳩
の
姿
見
え
ね
ど
参
道
に
く
ぐ
も
る
声
の
渡
る
昼
ど
き　
　
　
　
　
　

大
牧　

山
郭

第
四
席

　

古
農
具
か
し
こ
に
並
ぶ
雲
巌
寺
由
来
を
今
に
語
り
継
ぐ
が
に　
　
　
　
　

芳
賀　

武
志

第
五
席

　

門
前
の｢

今
日
の
こ
と
ば｣

を
諾
い
て
穏
し
き
初
夏
の
雲
巌
寺
に
立
つ　

佐
藤　

愛
子

【
俳
句
の
部
】

第
一
席

　

風
邪
声
の
住
職
今
日
は
友
引
日　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

敦
子

第
二
席

　

春
お
ぼ
ろ
つ
ん
つ
る
て
ん
の
撫
仏　
　
　
　
　
　

大
牧　

山
郭

第
三
席　

　

小
桜
に
囲
ま
れ
寺
に
友
の
句
碑　
　
　
　
　
　
　

竹
村
ア
ケ
ノ

第
四
席

　

逝
く
春
や
古
り
し
仏
に
罅
ひ
と
つ　
　
　
　
　
　

大
牧　

山
郭

第
五
席

　

訪
ね
来
て
亡
母
の
声
か
と
山
笑
う　
　
　
　
　
　

芳
賀　

武
志

西
木
公
民
館

　

春
の
吟
行
会
　
作
品
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